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研究成果の概要（和文）：　本研究は、地域研究の立場から、東アフリカ遊牧社会を対象として、地域研究から
みた新しい人道支援の在り方を探求した。普遍性を前提とする人道支援では地域的多様性が顧みられることは稀
であったが、本研究では普遍的な人道支援枠組みと遊牧社会の現場でみられる多様な実態との間には大きなギャ
ップがあることを解明した。そして、共同体の外部からもちこまれる保護の領域に対して、共同体レヴェルの見
えない保護の領域を、「内的シェルター」として概念化し両者を相補的に組み合わせていく人道支援の新たなア
プローチを提唱した。

研究成果の概要（英文）：This study explores a new approach to humanitarian assistance in East 
African pastoral societies, from the viewpoint of area studies. Local specificities have rarely been
 given sufficient attention by humanitarian organizations that presuppose human universality. This 
study unveils a large gap between universal humanitarian assistance frameworks and the various 
realities in the field. Therefore, we conceptualized the  invisible protection offered at the 
community level as an "inner shelter model," an alternative to humanitarian assistance frameworks 
brought from outside of the community. Based on this conception, we advocate a new approach to 
humanitarian assistance that combines the inner shelter model with universal frameworks 
complementarily.

研究分野：地域研究
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１．研究開始当初の背景 
 東アフリカの広大な乾燥地域には、約 500
万人の牧畜を生業とする諸民族が分布して
いる。これらの牧畜民は、ケニア、エチオピ
ア、ソマリア、南スーダン、タンザニア、ウ
ガンダ等の諸国の周縁部に編入されている
が、家畜に基礎を置いた共通性の高い生業・
社会・文化体系を形成しており、国境を跨い
だ文化圏を形成している。 
 1983 年のエチオピア飢饉以降、東アフリ
カ牧畜社会では旱魃救援食の配給等、国際機
関による緊急人道支援がもはや常態化して
いると言っても過言ではない。旱魃や紛争の
影響を受けて、多くの牧畜民が難民や国内避
難民となり、その一部は、国際機関による支
援の対象となっている。 
 研究代表者は、牧畜社会における国内避難
民を対象とする調査を継続してきた。その過
程で地域研究成果に基づいた新たな接近法
（アプローチ）を開拓し、緊急人道支援の枠
組みを、牧畜社会の現状に即してローカライ
ズする調整を行うことで地域住民の潜在能
力を掘り起こすことが必要と考え、本研究計
画を立案するに至った。 
 
２．研究の目的 
東アフリカ牧畜社会は、1980年代以降、度
重なる旱魃と自動小銃を用いた紛争により、
恒常的な危機状態にあり、人道的支援がいわ
ば常態化している。本研究では、臨地調査班
が、「スフィア・プロジェクト」を参照基準
として、人道的支援と在来の牧畜文化の「接
合領域」の調整を探求した。そして、その調
査成果を主に国際協力の実務経験者からな
る評価班が検証する。さらに、広域比較班が、
狩猟採集民や農耕民とその成果を比較する。
最終的に、総合的地域研究の立場から、人類
普遍の前提に立つ緊急人道支援枠組みを、牧
畜社会の実状に即したものにローカライズ
することで、地域の潜在能力を発掘し、援助
依存から脱する道を探求する。研究成果は国
際的に公開して、人道支援の実務家に対する
インパクトを生み出すことを狙った。 
 
３．研究の方法 
本研究では、研究組織を、臨地調査班、評
価班、広域比較班の 3つに区分し、緊急人道
支援枠組みのモデルを3段階のプロセスを経
て深化させる方法で研究を実施した。 
 
４．研究成果 
 本研究の研究成果は、研究組織構成員を執
筆者とする英文の研究成果出版（S. Konaka & 
X.SUN eds. African Studies Monographs, 
Supplementary Issue No. 53) と日本語の研
究成果出版（湖中・太田・孫編『地域研究か
らみた人道支援: アフリカ遊牧民の現場か
ら問い直す』、昭和堂 2018 年）により公刊さ
れているが概要は以下の通りである。 
本研究は、東アフリカ遊牧社会を対象とし

て、地域研究からみた新しい人道支援の在り
方を探求した。研究組織は人類学、経済学、
教育学等を背景とするアフリカ地域研究者
から学際的に構成されており、研究者と開発
実務経験者が協働している。 
わが国の地域研究における人道支援研究の
試みは、おもに東南アジア諸国をフィールド
とする研究者によって自然災害を中心に取
り組まれてきた。しかしながら、わが国の地
域研究においては、それに勝るとも劣らない
人道的危機に直面してきたアフリカを対象
とした人道支援の研究はほとんど先例がな
い。 
人道支援の世界は、普遍主義に立脚してお
り、地域的多様性が顧みられることは稀であ
った。人道支援においては、国籍、人種、宗
教的信念にかかわらず、公平な態度で被災者
に接するように要求される。しかし、ほとん
どの人道支援基準は、それ自体が、人間それ
ぞれの多様性をも同質化してしまうはたら
きをもっている。しかしながら、具体的な地
域の現場においては、人道支援は、人類普遍
の現象でもなければ、無文化的な現象でもな
い。にもかかわらず、人道支援と地域文化の
多様性の関係を探求する試みは極めてわず
かしか存在せず、本研究では、地域研究の立
場から、むしろ徹底的に人間の差異を考え抜
くことで、逆に、別の意味での新しい普遍性
を照らし出し、そこから新しい人道支援の在
り方を創り上げていくことを提案している。 
 このために本研究が案出したのが、接合領
域接近法（articulation sphere approach）
である。接合領域とは、グローバルなものと
ローカルなものとの間の中間に位置し、両者
のネットワークを接続する領域を意味する。
この方法が注目するのは、伝統的な意味での
文化ではなく、接合による「変化が生じた後」
に生じた様々な現象である。本書は、人道支
援のローカライズを提唱するが、それは固定
的なステレオタイプ・イメージとしての文化
ではなく、この接合領域へのローカライズを
意味する。このような問題意識のもとに、本
研究は、グローバルな人道支援の下で、実際
の遊牧社会の現場では一体何が起こってい
たのかを臨地研究成果に基づいて報告した。
その多くは、グローバルな人道支援の物語と
遊牧社会の現場でみられる実態との間には
大きなギャップがあることを示している。例
えば、ケニアの遊牧民が、援助機関のスタッ
フが帰った後、受け取った食料を一カ所に集
めて、彼ら独自の配分方法により全世帯に再
分配したという孫の報告は、現場からみた人
道支援のあり方について、私たちに再考を迫
るものである。 
 本研究では、海外の研究者や実務家と討議
を繰り返す過程で、テントや緊急医薬品のよ
うに共同体の外部からもちこまれる目に見
える保護の領域に対して、共同体レヴェルの
見えない保護の領域を、「内的シェルター
（inner shelter）」として概念化した。そし



て、地域共同体が創り上げてきた内的シェル
ターと外部介入による外からのシェルター
を相補的に組み合わせていくアプローチを
提唱した。 
 さらに、本研究は、西洋社会流の人道主義
や人道支援を唯一の正しい規範とし、それを
非西洋世界に押しつけるような普遍主義で
はなく、非西洋社会の多様性を包摂できるよ
うなより広い意味での普遍主義のあり方を
展望している。 
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絡で再定義する試み」湖中真哉、太田至、孫
暁剛（編）『地域研究からみた人道支援』 、
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〔産業財産権〕 
 
○出願状況（計 0 件） 
 
○取得状況（計 0 件） 
 
〔その他〕 



ホームページ等 
接合領域接近法による東アフリカ牧畜社会
における緊急人道支援枠組みのローカライ
ズ（公開 2018 年 10 月まで） 
日本語版 
http://www.localizationtoafrica.org 
英語版 
http://www.localizationtoafrica.org/?la
ng=en 
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